
平成２５年（２０１３年）１１月３日 こだいら 市　議　会　だ　よ　り ８

この市議会だよりは、環境に配慮して古紙配合の再生紙と低VOCインキを使用しています。

　

９
月
定
例
会
で
は
、
一
般
質
問
に

加
え
て
、
各
会
派
か
ら
の
代
表
質
問

が
行
わ
れ
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
市
議
会
の
活
動
を
積
極

的
に
お
知
ら
せ
し
、
議
会
へ
の
関
心

と
親
し
み
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
わ
か
り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
意
見
や
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
議
会
事
務
局
に
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
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の
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岸
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な
お
、
堀　

浩
治
議
員
が
議
会
報

編
集
委
員
会
委
員
を
辞
任
し
、
同
委

員
会
は
８
人
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
平
自
民
ク
ラ
ブ
が
８
月　

日
付

１９

で
会
派
名
を
志
政
ク
ラ
ブ
（
一
人
会

派
）
に
変
更
し
ま
し
た
。

 　

平
成　

年
９
月
２
日
付
で
総
務
委

２５

員
会
委
員
、
厚
生
委
員
会
委
員
及
び

議
会
運
営
委
員
会
委
員
に
変
更
が
あ

り
ま
し
た
。
委
員
会
の
新
し
い
構
成

は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
委
員
会
（
７
人
）

◎
立
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隆
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○
常
松　

大
介

　

佐
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佐
野　

郁
夫

　

平
野
ひ
ろ
み　
　

宮
寺　

賢
一

　

幸
田　

昌
之

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
等等

委
員
の
変

委
員
の
変
更更

た
。

　

都
市
機
構
の
賃
貸
住
宅
は
法
制
上
、

住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
に
位
置

付
け
ら
れ
、
独
立
行
政
法
人
都
市
再

生
機
構
法
附
帯
決
議
は
、
居
住
者
に

過
大
な
負
担
に
な
ら
な
い
家
賃
へ
の

配
慮
を
都
市
機
構
に
求
め
て
い
ま
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
関
係
行
政

庁
に
対
し
、
次
の
事
項
を
実
現
す
る

よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。

　

１　

都
市
機
構
は
賃
貸
住
宅
居
住

者
の
置
か
れ
て
い
る
生
活
実
態
に
配

慮
し
、
平
成　

年
４
月
の
家
賃
値
上

２６

げ
を
中
止
す
る
こ
と
。

　

２　

都
市
機
構
は
高
家
賃
を
引
き

下
げ
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、

空
き
家
解
消
に
努
め
る
こ
と
。

　

３　

低
所
得
高
齢
者
の
居
住
の
安

定
と
子
育
て
世
帯
等
へ
の
施
策
を
含

め
、
住
宅
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

し
て
の
公
共
住
宅
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
家
賃
制
度
の
確
立
及
び
家
賃
改
定

ル
ー
ル
の
抜
本
的
見
直
し
を
行
う
こ

と
。

　

４　

都
市
再
生
機
構
住
宅
の
売
却
、

削
減
、
民
営
化
は
取
り
や
め
、
国
民

の
居
住
安
定
第
一
の
公
共
住
宅
施
策

を
確
立
す
る
こ
と
。

　

内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

あ
て

　

な
お
、
同
趣
旨
の
決
議
が
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

 　

介
護
保
険
制
度
の
目
的
は
、
加
齢

に
伴
っ
て
生
じ
る
心
身
の
変
化
等
に

要
支
援
者
に
対
す
る 

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
と 

そ
れ
に
伴
う
財
源
確
保
を 

求

め

る

意

見

書

よ
り
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
尊
厳

を
保
持
し
、
そ
の
人
の
持
つ
能
力
に

応
じ
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
高
齢
者
の
暮
ら

し
を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ
と
で
す
。

こ
の
考
え
の
も
と
、
制
度
が
平
成　
１２

年
（
２
０
０
０
年
）
に
ス
タ
ー
ト
し
、

必
要
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
給
付
が
な
さ
れ
、

平
成　

年
（
２
０
０
６
年
）
制
度
改

１８

正
以
降
は
、
要
支
援
者
へ
の
介
護
予

防
給
付
事
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
８
月
６
日
、
社
会
保
障
制
度

改
革
国
民
会
議
は
、
消
費
増
税
に
合

わ
せ
て
実
施
す
る
社
会
保
障
改
革
案

の
報
告
書
に
お
い
て
、
要
支
援
者
に

対
す
る
介
護
予
防
給
付
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
住

民
主
体
の
取
り
組
み
等
を
積
極
的
に

活
用
し
、
柔
軟
か
つ
効
率
的
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
受
け
皿

を
確
保
し
な
が
ら
、
段
階
的
に
新
た

な
地
域
包
括
推
進
事
業
（
仮
称
）
に

移
行
し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。　

　

提
案
で
は
、
要
支
援
者
対
象
の
サ

ー
ビ
ス
が
市
町
村
主
体
の
地
域
包
括

推
進
事
業
（
仮
称
）
に
移
さ
れ
自
治

体
の
事
業
と
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

財
政
力
に
よ
っ
て
は
こ
れ
ま
で
の
サ

ー
ビ
ス
が
継
続
で
き
な
く
な
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
特
に
認
知
症
に
つ

い
て
は
、
介
護
・
生
活
援
助
サ
ー
ビ

ス
が
適
切
に
専
門
性
を
も
っ
て
提
供

さ
れ
る
か
ど
う
か
は
重
要
な
論
点
で

あ
り
、
早
期
に
発
見
し
早
期
に
受
診

を
促
す
仕
組
み
の
構
築
を
急
が
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
介
護
の
重
度
化

を
進
行
さ
せ
な
い
た
め
に
も
十
分
な

議
論
を
尽
く
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
国
会
及
び

関
係
行
政
庁
に
対
し
、
必
要
な
保
健

医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
、

社
会
全
体
で
介
護
を
支
え
て
い
く
た

め
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
強
く
望

み
ま
す
。

　

１　

国
は
、
自
治
体
の
要
支
援
を

含
め
て
要
介
護
状
態
等
に
あ
る
人
に

対
し
、
必
要
な
保
険
給
付
を
行
う
こ

と
。

　

２　

国
は
、
自
治
体
が
必
要
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
確
実
に
実
施
で
き
る

よ
う
に
、
国
の
負
担
分
を
含
め
十
分

な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
。

　

衆
議
院
議
長
、
参
議
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、
財
務
大

臣
、
厚
生
労
働
大
臣
あ
て

　

意
見
書
と
は
、
地
方
公
共
団
体
の

公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
議
会
と
し
て
の
意
思
を
意
見
と
し

て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は
関
係
行
政

庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も
の
で
す
。

（
地
方
自
治
法
第　

条
）

９９
９月定例会では２件の意見
書を可決し、関係機関へ送
付しました。（要旨）

意見書意見書意見書
　

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構（
以

下
、「
都
市
機
構
」
と
い
う
。）
は
現

在
、
平
成　

年
４
月
１
日
の
継
続
家

２６

賃
改
定
の
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

居
住
者
に
と
っ
て
家
賃
は
最
大
の
出

費
で
あ
り
、
収
入
が
低
下
す
る
中
で

や
っ
と
の
思
い
で
家
賃
を
支
払
い
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
都
市
機
構
は
３
年

ご
と
の
家
賃
改
定
を
ル
ー
ル
と
し
て

い
ま
す
が
、
平
成　

年
４
月
改
定
の

２１

際
に
は
小
平
市
議
会
を
初
め
地
方
議

会
か
ら
意
見
書
を
提
出
し
、
国
土
交

通
大
臣
か
ら
厳
し
い
経
済
状
況
の
考

慮
を
求
め
ら
れ
家
賃
改
定
が
延
期
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
４
月
に
家
賃
収
入
の
減

２３

収
と
近
傍
同
種
家
賃
と
の
格
差
を
理

由
に
値
上
げ
を
実
施
し
ま
し
た
。
し

か
し
居
住
者
の
強
い
要
望
が
広
く
理

解
さ
れ
、
半
年
の
値
上
げ
免
除
、
半

年
半
額
免
除
の
措
置
が
取
ら
れ
ま
し

請

願

請

願

請

願

　

９
月
定
例
会
で
は
請
願
３
件
を
新
た
に
受
理
し
、
１
件
を
採
択
、
２
件

を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。
採
択
し
た
請
願
は
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も

の
で
、
意
見
書
欄
に
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

小平市議会　議会基本条例についての
市民と議会の意見交換会　開催のお知らせ

内　容　議会基本条例素案について
費　用　無料
定　員　各会場40人程度　※当日会場へ（先着順）
問合せ　議会事務局　042（346）9566

会
派
名
の
変

会
派
名
の
変
更更

都
市
再
生
機
構
は
継
続
家
賃

値
上
げ
を
中
止
し
、国
民
の

居
住
安
定
第
一
の
公
共
住
宅

政
策
確
立
を
求
め
る
意
見
書

※所要時間は２時間程度を予定しています。ご都合のよい時間帯にお越しください。
※各会場６、７人の議員が担当し、２日間、４会場で開催します。

7月24日～10月29日
本会議、委員会、諸会議など

２４日　東京たま広域資源循環組合議会臨時会
２５日　小平・村山・大和衛生組合議会行政視察（埼玉県

川越市、新潟県新潟市　２６日まで）
２６日　昭和病院組合議会臨時会
 野火止用水保全対策協議会
２９日　三鷹・立川間立体化複々線促進協議会
 多摩地域都市モノレール等建設促進協議会
３１日　東京都十一市競輪事業組合議会臨時会
 東京都四市競艇事業組合議会臨時会
 三多摩上下水及び道路建設促進協議会第２委員会

１日　東京都後期高齢者医療広域連合議会臨時会
 三多摩上下水及び道路建設促進協議会第１委員会
６日　議会改革推進特別委員会
７日　狛江市議会議員視察来庁（学校給食の委託について）
１９日　総務委員会
２０日　生活文教委員会（調布市視察）
２１日　厚生委員会（杉並区視察）
２２日　建設委員会（武蔵村山市視察）
２３日　幹事長会議
２８日　議会運営委員会
３０日　小平・村山・大和衛生組合議会臨時会

２日　９月定例会初日　
３日　９月定例会２日目（代表質問）
４日　９月定例会３日目（一般質問）
５日　９月定例会４日目（一般質問）
６日　９月定例会５日目（一般質問）

１０日　総務委員会
１１日　生活文教委員会
１２日　厚生委員会
１３日　建設委員会（市内視察あり）
１７日　まちづくり検討特別委員会
１８日　議会改革推進特別委員会
１９日　幹事長会議
２０日　議会運営委員会
２４日　東京都十一市競輪事業組合議会行政視察（静岡県

伊東市、伊豆市　２５日まで）
２６日　９月定例会最終日
 議会報編集委員会

８日　議会改革推進特別委員会
１５日　一般会計決算特別委員会（１７日まで）
１８日　特別会計決算特別委員会
２２日　議会報編集委員会
２３日　総務委員会行政視察（三重県四日市市、兵庫県西

宮市、大阪府大阪狭山市　２５日まで）
 生活文教委員会行政視察（香川県多度津町、兵庫

県伊丹市、静岡県三島市　２５日まで）
 厚生委員会行政視察（鹿児島県霧島市、鹿児島県

鹿児島市、宮崎県延岡市　２５日まで）
 建設委員会行政視察（山口県宇部市、福岡県北九

州市、福岡県太宰府市　２５日まで）
２４日　愛知県半田市議会議員視察来庁（地域と学校が連

携した取り組みについて）
２８日　東京都四市競艇事業組合議会行政視察（府中市、

千葉県市原市、習志野市　２９日まで）
２９日　多摩六都科学館組合議会
 東京たま広域資源循環組合議会

議 会 日 誌議 会 日議 会 日 誌誌

7　　月

10　　月8　　月

9　　月

　市議会では、３年間の議論を経て、議会基本条
例素案を作成いたしました。
　このたび、その内容について報告するとともに、
市民のみなさんの声をお聴きし、意見交換を行う
会を開催します。
　たくさんの方からご意見やご提案をいただきた
いと考えています。ご参加をお待ちしています。 ▲前回の意見交換会の様子

（平成２４年１２月）

◇午後２時～
　学園西町地域センター
◇午後７時～
　美園地域センター

11月16日（土）
◇午前１０時～
　小川西町中宿地域センター
◇午後２時～
　鈴木公民館

11月17日（日）


